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夏帆隣の畑は青々と 花咲けじいさん　人生後半の教科書

おにぎりをおかあさんに ボクが行かんと誰が行くおもちのかいすいよく

「正直いって、 君みたいな醜い

相手は初めてだよ」 　26歳の

絵本作家、 夏帆は初対面の男

にいきなりこう告げられた。 と

びきり美しくも賢くもなく、 た

だ少しばかり好奇心の強い彼

女は、 怒りよりもショックより

も、 ただ純粋に驚いた。 しか

しそれから彼女の周りでは、

実にさまざまな奇妙な出来事

が起こりはじめる。

家族で農家を営む修司は、 気

候変動や後継者不在の将来に

漠然とした不安を抱いている。

そんな中、 地元で一番の成功

頭であるメガファームで、 従業

員が立てこもるセンセーショナ

ルな事件が発生する。 元酪農

家の著者 ・ 河﨑秋子さんによ

る地元 ・十勝を舞台にした【農

業×家族×生き方】 小説。

77歳 ・ 喜寿を迎えた武田鉄

矢が贈る 「人生後半の教科

書」。 夫婦のもつれ、 孤独の

気配、物忘れや将来への心配、

そんな現実に直面しているあ

なたへ。 この時代を楽しく ・ 軽

やかに生きるヒントを独自の切

り口で綴る。 長年の読書で得

た知見や自身の経験をもとに

繰り出される持論は説得力満

点。

そうたはおかあさんと　ふたり

で　くらしています。 スーパー

で　はたらく　おかあさんの　お

ひるごはんに、 そうたは　おに

ぎりを　つくることを　おもいつ

きました。 でも、 はじめての　

おにぎりづくりは　なかなか　

おもうように　いかなくて…。

約三十年前の一九九五年、 東

南アジアのミャンマーという国

で、 たったひとりで無償の医

療活動を始めた日本人医師が

います。 小児外科医の吉岡秀

人先生です。 学生時代に 「落

ちこぼれ」 といわれた吉岡少

年が医師となり、 ひとりで困難

に立ち向かい、 子どもたちの

命と心を救い続けている物語。

おもちのもーちゃんとちーちゃ

んが海にやってきました。 いっ

ぱい遊んでお昼寝したら、 あ

れ…？ちーちゃんがいません。

もーちゃんは探し回りますが、

浜辺は大混雑で、 なかなか見

つかりません。 ちーちゃんはど

こに行ったのでしょう。 大人気

「おもちのえほん」 シリーズ。

おすすめ本のご紹介
猿払村図書室

▷農村環境改善センター

☎２－３６９５

上段 ： 一般図書

下段 ： 児童図書

▷教育委員会

☎２－３０１１

開館日時　火水金土
12時00分～18時00分

村上　春樹　著 　武田　鉄矢 著河崎　秋子著

苅田　澄子　著

髙木 香織　著

合
や
津
波
警
報
等
が
発
表
さ
れ
た
場
合

に
は
、
直
ち
に
高
台
や
避
難
場
所
に
避

難
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
津
波
は
短

時
間
で
到
達
す
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、

速
や
か
な
避
難
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

地
震
や
津
波
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

は
、
災
害
が
発
生
し
て
か
ら
行
動
す
る

だ
け
で
は
な
く
、
日
ご
ろ
か
ら
の
備
え

が
大
切
で
す
。
自
宅
や
職
場
周
辺
の
避

難
場
所
及
び
避
難
所
、
避
難
経
路
を
確

認
し
て
お
く
ほ
か
、
非
常
持
ち
出
し
品

や
備
蓄
品
を
準
備
し
て
お
く
こ
と
で
、

い
ざ
と
い
う
時
に
落
ち
着
い
て
行
動
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

北
海
道
で
も
い
つ
ど
こ
で
地
震
や
津

波
が
発
生
す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ

の
よ
う
な
災
害
が
起
こ
っ
て
も
正
し
い

知
識
を
持
っ
て
、
適
切
に
判
断
し
行
動

す
る
た
め
に
災
害
へ
の
備
え
を
普
段
か

ら
行
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

気
象
庁
で
は
、
緊
急
地
震
速
報
を
は

じ
め
と
す
る
大
き
な
地
震
に
備
え
た
情

報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
稚
内
地
方
気
象
台

☎
０
１
６
２
‐
２
３
‐
２
６
７
９
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不
正
軽
油
は
悪
質
な
犯
罪
行
為
で

す
。
脱
税
に
よ
っ
て
公
正
な
市
場
競
争

を
阻
害
す
る
だ
け
で
な
く
、
環
境
汚
染

や
健
康
被
害
に
も
繋
が
り
ま
す
。

　

不
正
軽
油
を
「
作
ら
な
い
」
・
「
売
ら

な
い
」
・
「
買
わ
な
い
」
・
「
使
わ
な
い
」

を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

■
宗
谷
総
合
振
興
局
税
務
課
課
税
係

☎
０
１
６
２
‐
３
３
‐
２
９
１
３　

　

里
親
制
度
は
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ

り
家
庭
で
暮
ら
せ
な
い
お
子
さ
ん
を
一

時
的
に
一
般
家
庭
で
養
育
し
て
い
た
だ

く
制
度
で
す
。
愛
情
を
持
っ
て
お
子
さ

ん
を
育
て
て
い
た
だ
け
る
方
で
要
件
を

満
た
す
方
で
あ
れ
ば
、
里
親
に
な
る
の

に
特
別
な
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。　

数
日
間
か
ら
数
年
ま
で
養
育
を
お
願
い

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
間
の

お
子
さ
ん
の
生
活
費
な
ど
は
公
費
で
ま

か
な
わ
れ
ま
す
。

　

昨
年
の
４
月
か
ら
、
道
北
圏
域
の
里

　

道
村
民
税
の
第
３
期
と
国
民
健
康
保

険
税
の
第
４
期
納
期
限
は
11
月
２
日
㈪

で
す
。
納
期
内
の
納
付
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
口
座
自
動

振
替
を
設
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、
前
日

ま
で
に
残
高
の
ご
確
認
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
納
期
が
到
来
し
て
い
る
税
に

つ
い
て
、
納
め
忘
れ
が
あ
る
場
合
は
速

や
か
な
納
付
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
住
民
課
税
務
係

☎
２
‐
３
１
３
３

　

今
年
７
月
下
旬
に
発
生
し
た
令
和
８

年
熊
本
地
震
で
は
、
現
在
も
地
震
活
動

が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
地
震
で
は
、

地
震
発
生
か
ら
数
秒
後
に
緊
急
地
震
速

報
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
に
よ
っ

て
は
緊
急
地
震
速
報
が
発
表
さ
れ
た
時

点
で
、
す
で
に
揺
れ
が
始
ま
っ
て
い
た

場
合
も
あ
り
ま
し
た
。

　

海
岸
付
近
で
強
い
揺
れ
を
感
じ
た
場

納
期
の
お
知
ら
せ

親
家
庭
を
支
え
る
柱
と
し
て
社
会
福
祉

法
人
旭
川
育
児
院
が
里
親
支
援
セ
ン

タ
ー
み
な
ぽ
っ
け
を
開
設
し
ま
し
た
。

み
な
ぽ
っ
け
で
は
児
童
相
談
所
と
と
も

に
、
里
親
制
度
に
対
す
る
地
域
住
民
へ

の
普
及
促
進
活
動
や
里
親
希
望
者
の
新

規
開
拓
、
里
親
へ
の
研
修
・
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

里
親
等
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
必
要
な

情
報
の
提
供
、
助
言
そ
の
他
の
援
助
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

里
親
制
度
に
関
心
の
あ
る
方
、
里
親

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
気
軽
に
里
親

支
援
セ
ン
タ
ー
み
な
ぽ
っ
け
、
ま
た
は

北
海
道
旭
川
児
童
相
談
所
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
里
親
支
援
セ
ン
タ
ー
み
な
ぽ
っ
け

☎
０
１
６
６
‐
６
３
‐
１
４
１
０

■
北
海
道
旭
川
児
童
相
談
所

☎
０
１
６
６
‐
２
３
‐
８
１
９
５

10
月
は
「
不
正
軽
油
防
止
強

化
月
間
」
で
す

「
里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か
」

児
童
相
談
所
か
ら
の
ご
案
内

大
き
な
揺
れ
の
地
震
に

備
え
て

あいはら
ひろゆき　著


